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結果の1例 を図に示す。 どの脱衣方法でも、袖 ぐりが
より太いほうが、また肩幅がより広い方が、スタンダー
ドなブラウスの脱衣よりも所要時間 は短かった。
他の4通 りの脱衣方法でもほぼ同様の結果が得られた。
【考察】
脱衣動作には、身体的要素(頚 ・上肢ROM、上肢長、
深部感覚、筋力)と衣服の要素(衣 服の伸び、滑りやす
さ、大きさ)が関連 している。Kimらは、麻痺側上肢の
肩関節ROMが着脱衣の作業に影響すると述べている。ま
たWilliamsらは着脱衣には、非麻痺側上肢の動きの協調
性など総合的な能力が必要であるとしている。
今回我々は、片麻痺者の脱衣動作に関して、衣服の要
素に着目したが、非麻痺側袖 ぐりの太さ、非麻痺側 の肩
幅の広さが影響することが確認された。
今度は、より影響を与えているのは、いづれの要素か、
その原因は何か、分析 ・研究を進めたい。
そもそも、片麻痺者の脱衣は、非麻痺側肘部が衣服の
袖から抜ける工程が重要である。 したがって、この 「肘
部を抜く」ということに関して、肩幅を広げたり、袖 ぐ
りを太くするとい うことが関係 しているのであろう。
川原 らによれば、脳卒中片麻痺者の片手動作での前開
き衣服の脱衣方法は,5通りであるとしている。今回は、
この先行研究に従って、5通りの脱衣方法を施行 したが、
これ以外の脱衣方法の存在の可能性 もある。より効率的
でより安全な脱衣方法を模索するため、他の脱衣方法も
検討 したい。
我々作業療法士が、脳卒中片麻痺者の脱衣動作訓練を
おこなう際には、衣服の形態を変化させるのもひとつの
戦略として有効であることが示唆された。ただし、こん
かい作成 したブラウスは左右非対称であり、より普通に
近いユニバーサルなデザインのブラウスの開発も必要で
あろう。
図,衣服の形態別の脱衣所要時間(肩から脱ぐ)
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